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11　愛知県の公立高校の入学者選抜制度は、1989
年以来受検者は複数校受検できるという
キャッチフレーズで始まり現在まで続いてい
るが、30年近く経った現在、県下の公立高校
100 中京企業研究
既設 津島高校、常滑高校、豊橋東高校
〈芸術、スポーツに関するコース新設の検討〉
美術コース：東郷高校　スポーツコース：豊
橋西高校　創造表現コース：名古屋西高校
〈観光ビジネスコース新設の検討〉福江高校  
22　また各学校には、不登校の生徒、進路、友人
関係、家族関係等について深刻な悩みを抱え
ている生徒など、専門家による対応が必要な
生徒が少なくなく、スクールカウンセラー
（SC）のニーズがますます高まっているが、
現行では、1名のスクールカウンセラーが 3
～ 4校を担当しており、平均すると 1校あた
りの訪問回数が月に 1～ 2回程度にとどまっ
ている。国の動向を踏まえつつ、スクールカ
ウンセラーの配置拡充を目指すという。
23　「昼間定時制高校」とは昼間に原則 1日 4時間
の授業を学習する単位制高校。幅広い選択科
目から興味・関心や進路希望に応じて科目を
選択する。原則 4年間で卒業するが、特別な
講座を受講することで 3年間で卒業すること
も可能。自分のペースに合わせて柔軟に学ぶ
ことができるのが謳い文句である。
24　「全日制単位制高校」とは、学年による教育課
程の区分がない全日制高校で、生徒が幅広い
選択科目から興味・関心や進路希望に応じて
科目を選択する。3年間の修得単位数の合計
が卒業に必要な単位数を満たせば卒業が認め
られる。現在、県下には県立 2校、名古屋市
立・豊橋市立各 1校が設置されている。
25　県立高等学校教育推進基本計画では
①各地域の商工会議所や地元企業等の協力の
もと、産業現場との連携プログラムや、長
期間の現場実習、民間の技術者を社会人講
師とする授業等を通して、実践的な技術・
技能の習得を図るとともに、産業ニーズに
合わせた教育課程の開発を進める。
②職業学科の生徒が、それぞれの分野の専門
家から指導を受け、実践的な技術・技能を
身に付けることができるよう、県産業労働
部の協力を得て、産業現場の第一線で活躍
した経験をもつ人材を職業学科における実
「介護福祉施設」等でその活用が進んでいる。
これまでは、「公＝官」が行ってきた業務につ
いて、「民間」のノウハウをいかし、効率的な
管理・運営を行おうとするものである。学校
分野ではまだ事例は少ない。
18　「商業 4分野」とは、①マーケティング分野、
②ビジネス経済分野、③会計分野、④ビジネ
ス情報分野を指す。
19「総合選択制の新たな導入」として、古知野高
校では商業科、家庭科の 2学科間で、佐屋高
校では農業科、家庭科の 2学科間で、現在の
実施校である新城高校での農業科、商業科、
家庭科の 3学科間を加えると 3校で実施され
ている。
20　「専門高校の学校間連携」として半田市には県
内で唯一工業高校と商業高校と農業高校が設
置されている自治体で、 近隣の農・工・商の
3校が連携して、生産から、調理・加工、商
品化・販売まで行う「6次産業化」に対応し
た教育をめざしている。
21　県立高等学校教育推進基本計画では
〈環境防災コースの設置〉
海翔高校（環境コースを改編して平成 27年度
に設置）
〈情報活用コースの廃止〉
犬山高校、幸田高校
〈情報活用コースを情報ビジネスコースに改
編〉
守山高校、尾西高校、東浦高校、衣台高校、
一色高校
〈教育コース新設の検討〉半田東高校、豊橋南
高校  教員を養成
〈医療・看護コース新設の検討〉長久手高校、
豊田高校
〈子ども発達コース新設の検討〉武豊高校  保
育者
〈国際教養科新設の検討〉刈谷北高校（国際理
解コースを改編）
既設 千種高校、尾北高校、御津高校
〈国際理解コース新設の検討〉中村高校、一宮
西高校、安城東高校
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乾彰夫『日本の教育と企業社会　　一元的能力主
義と現代の教育－社会構造』大月書店、
岩木 秀夫『ゆとり教育から個性浪費社会へ』ちく
ま新書、2004年
宇沢弘文『日本の教育を考える』岩波新書、1998
年
内橋克人・宇沢弘文『始まっている未来 - 新しい
経済学は可能か』岩波書店、2009年
内橋克人『共生経済が始まる―人間復興の社会を
求めて』朝日文庫、2011年
後藤道夫・木下武男『なぜ冨と貧困は広がるか
　　格差社会を変えるチカラをつけよう』旬
報社、2008年
斎藤貴男「教育改革と新自由主義」、子どもの未来
社　2004年
櫻井善行「トヨタが地域社会に与えた影響　　西
三河地域の変容についての考察」『中京企業研
究 37号』2015年
櫻井善行「企業の論理と人材育成　トヨタのめざ
す労働者像と教育」『中京企業研究 29号』
2007年
櫻井善行「トヨタシステムの教育への浸透」、猿田
正機編『トヨタ企業集団と格差社会』ミネル
ヴァ書房、2008年
櫻井善行「トヨタの企業福祉」、猿田正機編『トヨ
タ企業集団と格差社会』ミネルヴァ書房、
2008
佐藤学・勝野正章『安倍政権で教育はどう変わる
か』岩波書店、2013年
猿田正機「管理教育と労務管理　　トヨタ「企業
城下町」を事例として」中京経営研究 ,創立
記念号、1992年 
猿田正機『トヨタウェイと人事管理・労使関係』
税務経理協会、2007年 
手島純『格差社会にゆれる定時制高校　　教育の
機会均等のゆくえ』彩流社、2007年
寺田盛紀『日本の職業教育　比較と移行の視点に
基づく職業教育学　』晃洋書房、2009年
トヨタ自動車、「Toyotaway　21」トヨタ自動車
広報部、2006年
トヨタ自動車株式会社、『Sustainability　Report
習サポーターとして活用する「ものづくり
サポーターバンク制度」の導入を検討する
③職業学科における学校見学会や体験入学な
どの機会を一層充実させるとともに、小・
中学校教員の職業学科についての理解を深
めるため、教員対象の説明会や見学会等を
積極的に開催する。
④普通科コース制は、教育課程に体験的・実
践的な学習を行う専門科目等を取り入れる
ことで生徒のニーズや関心に応えてきたが、
時代の変化を踏まえ、コースの改廃や新設
を積極的に進めていく。
⑤地域環境についての基礎知識と、防災や減
災についての実践的な知識や行動力を身に
付け、将来地域の防災リーダーとして活躍
できる人材を育成するため、「環境防災コー
ス」を設置する。
とされる。
26　「管理主義」的手法があるとしたら、現在では
何も愛知県に限ったことではない。校門前で
遅刻指導と称して、チャイムが鳴った段階で
入校を制限させて反則切符を出し、それが 3
回になると保護者召還という事例は今もよく
聞く。染髪防止策として、生徒の入学時に
「地毛証明書」なるものを提出させ、それに
従って真面目に指導している事例が、最近東
京都や大阪府の公立高校で紹介されたが、こ
の学校の指導を真顔で正当化・擁護している
教育長の言動はもはや滑稽ですらある。学校
側には荒れた時代のトラウマはまだあるだろ
うが、世間からの常軌からは考えられないこ
とでもやれるのは、学校というところが閉鎖
的であると共に、教職員集団の方でも「みん
なでやれば」という意識が働いていることは
確かである。
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